
 
 

日本栄養・食糧学会中部支部 

令和２年度 第 1回 参与会議事録 
 

日 時  令和 2年 6月 27 日 (土曜日) 10：30～11：20 

場 所  zoom 会議 

出席者  参与 31 名、会計幹事 

  

議 題 

I 審議事項 

１. 令和元年度事業報告  

資料に基づき、前支部長より令和元年度事業報告がなされ、承認された。 

 

２．令和元年度会計報告  

資料に基づき、前庶務幹事より令和元年度は静岡で 5月に本大会が開催されたため、支部

大会は秋に 1回の開催となり、学会活動強化費の申請を行わなかった旨が説明された。支出

についても会計報告について説明がなされ、承認された。 

 

３．令和元年度会計監査報告 

監事より令和元年度の会計について問題がないことが報告され、承認された。 

 

４．令和 2 年度事業計画  

支部長より当初今年度予定していた 7 月 4 日の 77 回支部大会は延期として、秋に開催す

ることとした経緯が説明された。資料のとおり令和２年度事業計画が説明され、承認された。

また、77 回の支部大会の開催日程については 11 月 21 日（土）とすることに同意が得られ

た。意見交換会については飲食を伴わない形で開催する予定であること、名古屋大学で開催

するにあたっては、遠方で来られない場合については参与会、講演をオンラインで繋いで行

う等、多くの人が参加できる形態を考えている旨説明があった。 

 

５．令和 2 年度予算  

資料に基づき、令和 2 度予算について会計幹事から説明がなされた。この予算計画書は本

部で承認されたものであるが、新型コロナウイルスの影響で支部大会が 1 回の開催になる

ため、予算と決算が大きく異なる予定であるとの説明があった。 

 

Ⅱ 報告事項 

１．令和 2 年度参与・代議員・本部理事  

庶務幹事より、資料に基づき、令和２年度参与、代議員、本部理事について報告があった。



 
 

昨年度までの参与 1 名が名誉会員となられ、関東支部に異動されたこと、1 名が年齢により

外れたことが報告された。一方、新参与として 3 名が加わり、さらに他支部から 1 名が転入

し、合計 42 名の支部参与となった。新参与の記載に漏れがあったため、議事録で修正した。 

 

２．令和 2 年度支部特別協賛団体  

庶務幹事より、令和 2 年度支部特別協賛団体については、新型コロナウイルスの影響で支

部からの協賛依頼が 6 月下旬となったため、まだ今年度の特別協賛団体は確定していない旨説

明があった。現時点で協賛申し込みがあったのは 5 団体であることが報告された。 

 

３．理事会報告  

理事より、前回参与会から 4回開催された理事会の報告として、学会誌に未掲載分につい

て報告がなされた。2020 年 5 月の第 74 回大会の開催は中止となったが、要旨集は発行され大

会としては成立しており、大会参加費は返金しないこととなった。しかし、資格の単位認定等

で発表をする必要があるとの意見があるため発表する手段を検討中であること、また、学生優

秀発表賞については書面審査とオンラインでの審査を行い、10 名を決定した旨が報告された。 

JNSV 編集委員会から、JNSV がペーパーレス化されてから黒字となっていること、この黒

字が続くようであれば学会からの補助負担を減らす、JNSV 誌のホームページを改訂する案が検

討されていることが報告された。また、第 75 回東京大会開催の受賞者講演や特別講演の実施

形態については検討中であることが報告された。 

 

４．その他 

支部長から、支部の活性化のために、参与の先生方からの要望があれば取り入れたい、ま

たオンラインも用いて新たな支部大会の実施形態にチャレンジしていきたいとの考えが述べ

られた。 

以上 

 


